
  

第1編
第１部  医療――「質」「情報」「選択」そして「納得」

第6章  終わりに

医療をめぐる状況が大きく変化し,また医療そのものも変わろうとしている。こうした医療が患者のもの
になり,より身近なものとなるよう,多くの人々に議論に参加していただきたいと考えている。

医療サービスの提供は,医学をはじめとするさまざまな学問や科学技術の進展,医師,歯科医師,看護婦,薬剤
師など多くの専門家の取組,医薬品産業や医療関連サービス産業などの活発な企業活動などによって支え
られ,また,こうした動きの背景には医療費という巨額の資金が流れている。このような広範な医療全体を
理解することは容易ではないことから,医療の目的を「患者にできるだけ日常生活を維持させること」
「的確に診断,治療し,患者を日常生活に復帰させること」「病気や障害を予防し,日常生活を維持改善する
こと」という三つに分け,医療サービスの現状と課題を明らかにするとともに,医療保険制度を通じる費用
の流れや企業活動などを紹介し,できるだけ焦点を絞ったかたちで議論の素材を提供したつもりである。

また,全体を通じて,「質」「選択」「情報」「納得」「連帯」「発展」という六つの言葉をキーワードと
して医療サービスのあり方をとらえてきた。医療サービスやサービスを提供する仕組みが,患者や家族に
とって満足度の高いものとなるためには,技術の進展に支えられた医療サービスの「質」の向上に取り組
み,患者や家族の「選択」の幅が「情報」に基づいて広がり,サービスの内容,そしてその費用の負担のあり
方に国民が「納得」し,医療サービスを提供する仕組みを「連帯」して支え,時代とともに「発展」させて
いかなければならないという考え方からである。

医療サービスが我が国の社会経済の中でその機能を発揮し続けることができるよう,国民的議論を踏まえ
て今後の医療の役割を明らかにし,医療サービスを支える仕組みがより強固なものとなるよう取り組んで
いきたいと考えている。

補足資料1 「医療サービスと医療保障制度に関する国民の意識(第1

章第2節)」

年齢別にみた「健康のために大事なこと」

厚生白書（平成７年版）



都市規模別にみた「健康づくりや病気の予防に関する情報の好ましい入手先」

年齢別にみた医療費用保険の仕組みへの評価

厚生白書（平成７年版）



都市規模別にみた「医療サービス供給の仕組みへの評価」

加入医療保険別にみた保険事業者の認知状況

厚生白書（平成７年版）



年齢別にみた医療機関を選ぶために必要な情報

年齢別にみた「医療をサービス業としてみること」に関する意識

厚生白書（平成７年版）



年齢別にみた「医師などから説明を受けているときの気持ち」

年齢別にみた「我が国の医療に対する総合的満足度」

厚生白書（平成７年版）



都市規模別,年齢別にみた「医療機関スタッフに求めるもの」

年齢別にみた「今後重点をおくべき医療サービス」

厚生白書（平成７年版）



補足資料2「医療産集・医薬品産業に関する産業連関(1990年)(第5

章第2節)」

医療部門投入表
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医薬品部門投入表
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医薬品部門産出表

厚生白書（平成７年版）
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